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OPEC、今夏の石油需要「堅調に推移」　24年予測は維持

石油輸出国機構（OPEC）は11日に公表した月報で、今夏の石油需要が「堅調に推移する」との予測を示し

た。経済成長率がさらに高まる可能性があるとの見方も示したが、24年の世界の石油需要が前年比で日量225

万バレル増えるとする見通しは据え置いた。25年の需要予測も維持した。

月報では夏場の石油需要について、ジェット燃料やガソリン、軽油など輸送用燃料の需要が伸びると予測。

「不透明な状況が続くなか、夏場の堅調な石油需要見通しは健全な市場バランスを確保するために注意深い市

場の監視を必要とする」と指摘した。

世界経済成長率について24年は2.8%、25年は2.9%とする想定を据え置いた。ただ「下振れリスクはあるもの

の、年初に見られた勢いが続けば世界経済成長率はさらに上昇する可能性がある」とも付言した。

OPECとロシアなど非加盟の主要産油国で構成する「OPECプラス」は3日の合同閣僚監視委員会（JMMC）

で、サウジアラビアやイラクが6月末まで続ける日量220万バレルの減産目標を維持することを確認した。

足元では中東情勢の悪化などを懸念して原油価格が上昇している。OPECプラスは6月に閣僚級会合を開き、減

産をさらに延長するかどうかなどを議論する見通しだ。
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生コンクリートの主原料である骨材（砕石や砂）に先高観が出ている。輸送費や人件費の上昇に加え、採

掘に伴う資源開発費が膨らむ。骨材メーカーは2023年度に値上げを打ち出したが、24年度も都内の生コン

会社に追加値上げを求め始めた。

建設物価調査会（東京・中央）によると、東京で流通するコンクリート用砂の3月時点の大口価格は1立方

メートル当たり5350円と2月より8%上昇した。前年同月比では15%高い。砕石も3月時点で5350円と前年

同月比6%上がった。

骨材は生コン原料価格の4割程度を占める。強度を上げるため、セメントや水と一緒に混ぜる。首都圏向け

の主産地は、砕石が栃木県や北海道、砂が千葉県だ。

栃木県砕石工業協同組合（栃木県佐野市）が23年にまとめた組合員アンケートによると、コスト増要因は

電気料金や設備修繕費など。各社は23年4月、都内の生コン会社に売る石灰石などの価格を1トン当たり

300～400円（25%）上げた。

千葉県の砂販売会社は23年度、都内生コン会社への販売価格を1トン当たり200～300円上げた。千葉県で

採掘した砂はダンプカーや船で東京や横浜まで運ぶ。砂を運ぶ船賃は5年で平均10%上がっているという。

東京の生コン会社は23年度に、要求のうち約600円分をのんだとみられる。東京地区生コンクリート協同

組合（東京・中央）の青木規悦理事長は「材料供給を止められれば生産できず、要請は受けざるを得な

い」と語る。同組合は4月から生コン1立方メートル当たり1000円（5%）値上げし、浸透に向けゼネコン

と交渉を進めている。

石灰石を生産する駒形石灰工業（栃木県佐野市）は、24年度も400円の値上げを求める考えだ。駒形忠晴

社長は「採掘開始までの手続き期間は数年。その間の人件費や設備維持費などに5億円はかかる」と明か

す。
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生コン原料に先高観　採掘コスト膨らむ
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